
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要版】 

第２次名張市男女共同参画基本計画 

ベルフラワーⅡ（改訂版） 

ベルフラワーⅡ（１．計画策定の趣旨 

第２次名張市男女共同参画基本計画ベルフラワーⅡ（改訂版）2022（令和 4）年 3 月策定 

名張市地域環境部人権・男女共同参画推進室  〒518-0492 三重県名張市鴻之台 1 番町１番地 

TEL：0595637559 FAX：0595634677  E-mail : kyodo@city.nabari.mie.jp 
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１．計画策定の趣旨 

名張市では、｢名張市男女共同参画推進条例｣の基本理念に基づき、２００７（平成１９年３月に

「名張市男女共同参画基本計画」を策定、２０１７（平成２９）年に「第２次名張市男女共同参画

基本計画ベルフラワーⅡ」を策定し、様々な取組を進めてきました。 

計画策定から１０年以上が経過した中で、市民意識調査の結果など一定の成果を上げてはいるもの

の、性別による差別的な扱いや、ワーク・ライフ・バランスの推進など、男女共同参画社会を実現す

るためには、まだ多くの課題が残されています。 

これまでの成果や課題を基に、近年の社会情勢の変化や市民意識調査、また、ＳＤＧｓの視点を加

えて、家庭、教育現場、働く場、地域などあらゆる分野での共同参画と協働が進むよう、実効性のあ

る取組を進めていくため、２０２１（令和３）年度に中間見直しを行いました。 

２．計画の期間 

現行の本計画は、市総合計画『新・理想郷プラン』や、国の男女共同参画基本計画などとの整合

を図り、２０１７（平成２９）年度を初年度とし、２０２６（令和８）年度を目標年度としていま

す。今回、計画の中間年度である２０２１（令和３）年度に計画の見直しを行いました。 

３．計画の位置付け・重点項目 

本計画は、名張市総合計画『新・理想郷プラン』の分野別計画として、また、女性活躍推進法に

定める市町村推進計画及び配偶者暴力防止法に定める市町村基本計画として位置付けます。また、

国の男女共同参画施策の方向や本市の現状と課題を踏まえ、次の４つの事項を重点項目として位置

付け、具体的な取組を進めます。 

（１）意識啓発のさらなる推進とワーク・ライフ・バランスの実現 

男女共同参画意識の確立のため、これまで取り組んできた意識啓発をさらに推進するとともに、

働き方の見直しや男性の家事・子育て・介護への参画促進など、暮らしの中でのワーク・ライフ・

バランスの実現に向けた取組を進めます。 

（２）事業所、地域、行政分野における女性の活躍推進 

政策や方針を決定する過程への女性の参画など、女性の活躍を推進する取組を進めるため、事業

所や地域への働きかけを進めます。行政分野においては、女性活躍推進法に基づき本市が策定した

名張市特定事業主行動計画に沿った取組を進めます。 

（３）防災における男女共同参画 

防災における女性の参画拡大や男女共同参画の視点に立った防災体制の確立に努めます。 

（４）すべての人の人権尊重 

性別にかかわりなくすべての人の人権が尊重される社会の実現に向け、性的マイノリティについ

ての理解の促進や、性別による差別的な扱いの根絶に向けた取組を進めます。 

４．計画とＳＤＧｓ 

本計画は、男女共同参画社会の実現を目指し、市民・地域・事業者・市民活動団体・行政がそれぞ

れの役割を果たすとともに、互いに連携・協働して取り組むものです。 

また、この具体的な取組みは、ＳＤＧｓと同じ方向性を持つものです。 

本計画に定める「重点課題」「施策の方向」とＳＤＧｓの関連は、次表のとおりです。国際的な約

束である「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の推進につながるよう、取組を継続してい

きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．計画の体系 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

６．計画の基本目標・重点課題・施策の方向 

基本目標Ⅰ 男女共同参画意識の確立 

現状と課題 

毎年実施している市民意識調査では、「男は仕事、女は家庭といった男女の固定的な役

割分担意識に同感しない」という市民の割合が８０％を超えており、少しずつ「男女平

等」の意識に変化が見られます。一方で、男女の地位については、「平等」と答えた人の

割合が増加傾向にあるものの、女性より「男性の方が優遇されている」と答えた人の割

合が高くなっており、実態としては男女共同参画が進んでいない状況です。男女共同参画

社会の実現のためには、市民、教育現場、事業者、地域、行政が一体となって、男女共同

参画の意識づくりの取組を積極的に進めていくことが必要です。 
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26.0%
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3.2%
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1.3%

0.5%

0.5%

1.1%

4.7%

11.8%

27.6%

21.0%

8.1%

4.5%

12.9%

14.7%

9.7%

6.6%

家庭の中で

職場の中で

学校教育の場で

自治会やＮＰＯなどの地域活動の場で

社会通念や習慣、しきたりなどで

男女の地位について（抜粋）
平等である 男性のほうが非常に優遇されている
どちらかといえば男性のほうが優遇されている どちらかといえば女性のほうが優遇されている
女性のほうが非常に優遇されている わからない
無回答

資料：男女共同参画に関する市民意識調査（2020 年） 

重点課題・施策の方向 

1.施策の方向のうち、★は、女性活躍推進法に定める市町村推進計画に

位置づける項目 

2.施策の方向のうち、◆は、配偶者暴力防止法に定める市町村基本計画

に位置づける項目 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

現状と課題 

日本はジェンダー・ギャップ指数でみると１５６か国中１２０位となっており、特に経

済及び政治における格差が大きいことが課題として挙げられており、行政分野での政策や

方針決定過程への女性の参画拡大を進めるとともに、民間事業者に向けて、女性の管理職

への参画拡大や人材育成のための支援をする必要があります。 

また、男性中心の働き方は、子育て・家事・介護などへの男性の参画を困難にし、女性

の仕事や家庭、地域コミュニティなどへの参加や、男性の仕事と生活の調和の実現を妨げ

る要因の一つとなっています。男女が共に働きやすい職場づくりを推進するためには、男

女間の性別による格差解消に向けた取組などを働き掛ける必要があります。また、市民が

主体となって活動している地域づくり組織での女性の活躍に対する支援や、自助・共助の

役割分担の中で、男女共同参画の視点に立った防災体制の確立を図る必要があります。 

30.7% 13.8% 13.4% 12.8%
3.1% 4.5%

16.0%
1.8% 1.3% 2.6%

全体

女性が出産・子育て・介護などで仕事をやめずに働き続けるために必要なこと
育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場の環境づくりを推進する
在宅勤務、フレックスタイム制（自由勤務時間制）などの柔軟な勤務制度を導入する
育児休業・介護休業の賃金の補てん、その他経済的支援を充実する
育児や介護のための施設やサービスを充実する
職場における女性への差別的待遇をなくすこと
女性が昇格・昇進できる制度と環境づくりを推進する
女性が働くことに対して家族や周囲が理解し、協力する
わからない
その他
無回答

資料：男女共同参画に関する市民意識調査（2020 年） 

重点課題・施策の方向 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標Ⅲ 家庭生活と社会活動の両立支援 
 

少子高齢化の進行により、家事・子育てとともに、今後は、介護などへの女性の負担が

重くなっていくことが予想されます。 

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、男女が共に協力し、家事・子育て・介護な

ど、家庭での共同参画を進めるとともに、安心して子どもを産み育てられる環境を整えて

いく必要があります。 

また、高齢、障害、ひとり親など、様々な困難を抱えた人たちが、住み慣れた地域で安

心して暮らしていけるよう取組を進めていく必要があります。 

現状と課題 

63.7%

45.2%

64.1%

13.9%

24.6%

32.4%

19.6%

30.7%

4.3%

9.6%

7.8%

19.8%

1.7%

5.0%

2.8%

0.9%

3.3%

5.0%

3.0%

1.1%

1.1%

1.1%

2.2%

0.2%19.6%

1.3%

1.7%

1.3%

13.0%

食事の支度

食事の後片付け

洗濯

育児（子どもの世話、教育、し
つけ等）

家庭における家事分担の役割（抜粋）
ほとんど妻がしている 妻が中心だが夫も手伝う
平等に分担している 夫が中心だが妻も手伝う
ほとんど夫がしている 夫婦ともほとんどしない（その他の人がしている）
その他（該当する家事がない等） 無回答

重点課題・施策の方向 

資料：男女共同参画に関する市民意識調査（2020 年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅳ すべての人の人権が尊重される環境づくり 

現状と課題 

男女の人権尊重は、男女共同参画社会を実現するための最も基本的な理念です。あらゆ

る暴力や性別による差別的な扱いは、許されるものではありません。根絶に向けた取組を

進める必要があります。 

なかでも、ＤＶは犯罪となる行為を含む重大な人権侵害であり、関係機関の連携による

被害者救済、自立に向けた支援が必要です。 

また、性的マイノリティとされる人たちへの理解の促進と、ライフステージと性差に応

じた健康支援の推進が必要です。 

10.2%

37.0%

5.5%

22.0%

11.8%

45.7%

8.7%

どこに相談してよいのかわからなかった

自分さえ我慢すればよいと思った

相手の仕返しが怖かった

相談しても無駄だと思った

恥ずかしくて誰にも言えなかった

自分にも悪いところがあると思った

その他

DVを相談しなかった理由（全体） 全体

資料：男女共同参画に関する市民意識調査（2020 年） 

重点課題・施策の方向 



 ７．数値目標一覧 


